
































































































た 2019年には 252校まで増加している。（グラフ 1参照）
グラフ 2　単位制高校数の推移


























































































































































































































































































































  2） セーフティネット…サーカスの綱渡りなどで落下したときの安全確保のために張られた
綱のことで、通信制高校が後期中等教育の最後のセーフティネットといわれている。と
同時に広義に「社会から離脱しないためのセーフティネット」の意で使うこともある。
  3） マインクラフト…「マイクラ」と呼ばれるサンドゲーム（ゲーム内にタスクがなく、プ
レーヤーが自分で目標設定して進めるもの）で、自由にブロックを配置し建築等を楽し
むことができる。教材にも使われることがある。
  4） HSP…Highly Sensitive Personの略で、「とても繊細な人」という意味。1990年代初めア
ーロン博士によって付けられた。感覚も過敏であり感受性が強く傷つきやすく、不登校
の生徒に多い。気質であり病名や診断名ではない。
  5） プロンプト…望ましい行動を引き出すためにあたえる補助的な刺激のこと。これによっ
て成功体験を得て、望ましい行動が強化される。
  6） IEP…特性のある児童生徒の個々のニーズを満たすために特別に考案された指導計画。
  7） Society5.0…AIや IoT、ロボット、ビッグデータなどの技術を社会生活に取り入れて、
一人ひとりのニーズに合わせる形で社会的課題を解決する新たな社会のこと。狩猟社会
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